
  
第 62号（10月号）        ク ス ノ キ 通 信                2026年 10月 25日（日） 

 全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
広
島
県
本
部 

〒
七
三
〇-

〇
八
五
三 

 

広
島
市
中
区
堺
町
一
丁
目
二-

九-

三
〇
三 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
）
二
三
五-

三
〇
五
〇 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
二
）
二
三
五-

三
〇
五
二 

 
 
e
-
m
a
i
l
 

c
t
g
3
0
3
.
h
i
r
o
s
h
i
m
a
@
o
r
a
n
g
e
.
p
l
a
l
a
.
o
r
.
j
p
 

 

ク
ス
ノ
キ 

通 

信 
 

徒 

然 

草 

 

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
自
ら
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
す
べ
き
だ
っ
た
と
不
満
を
爆
発
さ

せ
て
い
る
」
と
の
新
聞
記
事
に
あ
き
れ
る
ば
か

り
。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
は
、
戦
争

犯
罪
を
犯
し
た
個
人
を
裁
く
国
際
刑
事
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
・
本
部
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
で
、

判
事
な
ど
を
歴
任
し
た
ナ
ビ
・
ピ
レ
イ
氏
に
決

定
し
た
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
が
発
表
し
た
、

そ
の
６
時
間
後
に
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
本
体
を
制
裁
対

象
に
す
る
」
と
、
米
政
府
が
発
表
し
た
◆
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
受
賞
理
由
で
は
、
恒
久
的
な
平
和

は
強
者
の
医
師
や
不
安
定
な
力
の
均
衡
の
上
に

で
は
な
く
法
律
の
原
則
の
上
に
築
か
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
国
際
法
の
重
要
性
を
強
調
し

た
◆
赤
根
智
子
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
の
著
作
「
戦
争
犯

罪
と
闘
う
ー
国
際
刑
事
裁
判
所
は
屈
し
な
い
」

を
読
ん
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
は
何
か
。
二
〇
〇
二
年
に

設
立
さ
れ
国
際
条
約
「
ロ
ー
マ
規
程
」
に
あ
る
４

つ
の
中
核
的
犯
罪
を
犯
し
た
個
人
を
処
罰
す
る

も
の
。
メ
ン
バ
ー
国
は
ロ
ー
マ
規
程
に
入
っ
た

締
約
国
。
４
つ
の
中
核
犯
罪
と
は
、
①
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
（
集
団
殺
人
）
犯
罪
②
人
道
に
反
す
る
犯
罪

③
戦
争
犯
罪
④
侵
略
犯
罪
◆
現
在
の
日
本
に

は
、
中
核
的
犯
罪
全
般
に
対
す
る
処
罰
規
定
を

持
つ
法
律
が
な
い
。
だ
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事

態
が
発
生
し
た
際
、
日
本
は
、
捜
査
協
力
の
点
で

は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
現
状
の
ま
ま
で
は
、
出

来
る
こ
と
は
資
金
や
物
資
な
ど
の
後
方
支
援
、

戦
争
終
了
後
の
復
興
支
援
、
だ
け
。
日
本
は
ま

だ
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
契
機
と
し
て
結
ば
れ
た

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
へ
の
加
入
を
し
て
い
な

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
戦
争
の
惨
禍
に
苦
し
む
世
界
中

の
被
害
者
の
希
望
の
明
か
り
で
あ
る
。
（
Ｓ
） 

 

 

新
書
記
長
に
大
平
文
俊
氏
を
選
出 

第
二
八
回
県
本
部
大
会
を
開
催 

 

組
合
員
拡
大
を
最
重
点
に
組
織
の
強
化
を 

 

建
交
労
広
島
県
本
部
は
、
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
の
午
後
一
時
よ
り
、
広
島
市
中

区
の
「
広
島
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」
で
、
第
二
八
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

代
議
員
・
傍
聴
者
と
執
行
部
合
わ
せ
て
、
一
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

山
田
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
武
田
喜
成
書
記
次
長
よ
り
中
央
本
部
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
大
平
書
記
長
代
行
よ
り
広
島
県
労
連
と
建
交
労

各
都
道
府
県
本
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

山
田
委
員
長
が
経
過
報
告
、
秋
季
年
末
闘
争
と
二
〇
二
七
年
春
闘
の
準
備
、
会
計

報
告
の
あ
と
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
新
年
度
の
予
算
案
の
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
討
論
で
は
、
労
職
支
部
、
ダ
ン
プ
支
部
、
尾
道
支
部
、
三
原
支
部
、
鉄
道
支

部
な
ど
か
ら
七
人
が
発
言
し
ま
し
た
。 

 

労
職
支
部
の
大
平
書
記
長
は
、
今

年
の
七
月
に
十
九
カ
月
か
か
っ
て

じ
ん
肺
の
認
定
を
実
現
し
た
こ
と

な
ど
を
報
告
、
ダ
ン
プ
支
部
の
武
田

事
務
局
長
は
、N

P
T

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

行
動
に
参
加
し
て
の
教
訓
や
自
家

用
ダ
ン
プ
の
適
法
性
の
問
題
に
つ

い
て
の
組
合
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
尾
道
支
部
の

宮
本
委
員
長
は
、
事
業
団
の
仕
事
が

他
の
事
業
者
に
取
ら
れ
て
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
が
引
き
続
き

役
者
に
も
働
き
か
け
、
仕
事
確
保
に

頑
張
る
と
発
言
。
三
原
支
部
の
藤
井

委
員
長
は
、
今
年
も
要
請
行
動
を
行

い
、
事
業
団
の
仕
事
を
獲
得
し
た

事
、
市
役
所
が
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
合
わ
せ
て
契
約
す
る
様
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
積
み
重
ね
て
き
た
組

合
運
動
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

厳
し
い
中
で
も
頑
張
る
決
意 

大
平
書
記
長
代
行
は
「
厳
し
い
中

で
の
大
会
だ
っ
た
が
、
暗
い
話
ば
か

り
で
は
な
く
、
頑
張
る
決
意
が
語
ら

れ
明
る
い
大
会
だ
っ
た
。
県
本
部
の 

 

 
 

       

役
割
の
重
要
な
こ
と
を
再
確
認

で
き
た
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。 

執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
や

運
動
方
針
の
提
案
や
会
計
監
査

報
告
、
予
算
案
な
ど
を
全
会
一

致
で
採
択
し
、
新
し
い
役
員
を

選
出
し
ま
し
た
。 

書
記
長
に
大
平
氏
を
選
出 

主
な
県
本
部
新
役
員
は
以
下

の
と
お
り
。 

委
員
長 

 

山
田
昭
夫
（
再
） 

副
委
員
長 

三
井 

 

昇
（
再
） 

 

同 
 

兼
田
美
恵
子
（
再
） 

 
 

書
記
長 

 

大
平
文
俊
（
新
） 

中
央
委
員 

山
田
昭
夫
（
再
） 

 

写真は上から、「団結がんばろ

ー」で意思統一、下は三原支部の

事業団の取り組みを報告する藤

井康子委員長、資格審査委員も

引き受けてもらいました。 

（10月 10日） 

選出された広島県本部新

役員の皆さん（10月 10日） 

二
〇
二
七
年
一
一
月
二
四

日
（
水
）
～
二
三
日
（(

木)

）

に
日
本
高
齢
者
大
会
が
、
広

島
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

メ
イ
ン
会
場
は
広
島
市
中

区
の
「
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ 

ザ
ホ
ー
ル
」
で
す
。 
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今
後
の
組
合
行
動
日
程
な
ど 

一
〇
・
二
四 

ダ
ン
プ
支
部
第
３
８
回
定
期
大
会 

一
一
・ 

三 

県
民
大
運
動
集
会
（
一
一
時
） 

 
 

 
 

 
 

憲
法
集
会
（
午
後
二
時
・
弁
護
士

会
館
ホ
ー
ル
） 

一
一
・ 

五 

三
原
支
部
月
例
集
会 

一
一
・ 

五 

建
交
労
中
央
行
動 

一
一
・
一
四 

国
民
救
援
会
総
会
（
ロ
ー
ド
ビ
ル
） 

一
一
・
一
七 

大
運
動
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン 

一
一
・
一
九 

建
交
労
中
国
地
協
組
織
対
策
会
議 

一
一
・
二
二 

建
交
労
中
央
春
闘
討
論
集
会 

 
 
 
 
 
 

（
～
二
三
日
・
伊
豆
長
岡
） 

一
一
・
二
三 

勤
労
感
謝
の
日 

一
一
・
二
八 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

一
二
・ 

一 

二
〇
二
六
広
島
争
議
総
行
動 

一
二
・ 

八 

広
島
労
職
支
部
定
期
大
会 

二
〇
二
七
年 

 

一
・ 

七 

広
島
県
労
連
・
ヒ
ロ
シ
マ
労
連 

２
０
２
７
年
合
同
旗
開
き 

 

 

一
・
二
三 

広
島
県
労
連
評
議
員
会 

 

一
・
三
〇 

建
交
労
中
央
委
員
会
（
～
三
一
日
） 

 
 

    

お
知
ら
せ 

※
県
本
部
の
「
ク
ス
ノ
キ
通
信
」
は
毎
月
一
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
や
職
場
で
の
ホ
ッ
ト

な
話
題
や
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
、

「
メ
ー
ル
」
や
フ
ァ
ク
ス
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
と
フ
ァ
ク
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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Ｆ
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二
三
五―

三
〇
五
二 

 

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
被
災
者
の
救
済
対
策
を 

三
七
回
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
広
島
行
動
で
要
請 

 

な
く
せ
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
全
て
の
労
災
職

業
病
の
根
絶
を
！
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請
行
動
。
今
年
は
第

三
七
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
広
島
で
は
、
一
〇
月
二
二

日
（
木
）
の
午
前
中
、
広
島
労
働
局
と
広
島
県
庁
に
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

広
島
労
災
職
業
病
支
部
の
大
平
書
記
長
は
じ
め
県
本

部
の
山
田
委
員
長
と
ダ
ン
プ
支
部
の
岩
男
副
議
長
、
県

本
部
特
別
執
行
委
員
の
吉
岡
芳
樹
の
四
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

労
働
局
で
の
要
請
で
は
監
督
課
や
労
災
補
償
課
な
ど

各
担
当
課
か
ら
４
名
が
出
席
し
、
雇
用
環
境
・
均
等
室
の

松
村
室
長
補
佐
が
進
行
し
ま
し
た
。 

今
年
は
要
請
項
目
に
追
加
し
た
じ
ん
肺
の
労
災
申
請

に
お
け
る
「
確
定
診
断
」
に
つ
い
て
特
に
時
間
を
割
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
確
定
診
断
と
は
患
者
が
診
て
も
ら

い
診
断
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
医
師
と
局
医
（
労
働

局
の
労
災
委
員
）
の
知
見
が
異
な
る
場
合
、
中
央
の
確

定
診
断
委
員
会
に
そ
の
判
断
を
委
ね
る
必
要
が
あ
る 

 

と
い
う
も
の
で
、
厚
労
省
の
通
達
の
基
補
発
１
０
０
９
第

２
号
「
迅
速
処
理
に
向
け
た
進
行
管
理
」
を
著
し
く
妨
げ

て
い
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

迅
速
な
認
定
、
懇
切
丁
寧
な
対
応
す
る
よ

う
指
導
し
ま
す
（
労
働
局
） 

大
平
書
記
長
が
、
労
働
局
の
労
災
委
員
（
局
医
）
の
判

断
が
間
違
っ
て
い
て
６
か
月
以
上
も
認
定
が
遅
れ
た
広
島

で
の
事
案
に
つ
い
て
現
状
を
訴
え
厳
し
く
追
及
、
「
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
課
す
な
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
を
実
施

す
る
な
り
労
働
局
も
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」
と
発
言
、
こ

れ
に
つ
い
て
労
災
補
償
課
管
理
調
整
官
の
加
納
氏
は
「
労

災
委
員
に
つ
い
て
は
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
署
に
対

し
て
は
迅
速
な
認
定
、
懇
切
丁
寧
な
対
応
の
定
着
を
求

め
て
続
け
て
指
導
を
し
て
い
く
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

要
請
内
容
重
く
受
け
止
め
ま
す
（広
島
県
） 

広
島
県
庁
で
は
、
雇
用
労
働
政
策
課
の
平
野
恵
子
参

事
に
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
自
治
体
や
行

政
の
対
応
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
人
間
の
安
全
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
を
使
用
し
た
公
共
建
物
に
つ
い
て
、

改
修
工
事
や
解
体
の
と
き
に
限
ら
ず
情
報
開
示
す
べ
き

だ
と
の
発
言
に
、
「
過
去
に
公
表
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど

う
か
も
含
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
認
識
が
な
い
」
と
の
答
え

で
し
た
。
Ｈ
Ｐ
に
載
っ
て
い
る
病
院
の
リ
ス
ト
も
古
い
情
報

が
多
い
、
ネ
ッ
ト
に
馴
染
み
が
薄
い
高
齢
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
も
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
、
要
請
内
容
に
つ
い
て
は

「
重
く
受
け
止
め
検
討
す
る
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。 

 

働
か
な
く
て
は
生
活
で
き
な
い

高
齢
者
の
雇
用
の
問
題
、
引
き

こ
も
り
対
策
、
平
和
の
問
題
な
ど

で
市
長
会
に
要
請 

 

建
交
労
中
国
地
協
（
山
室
ま
こ
と
議

長
）
は
、
一
〇
月
六
日
（
火
）
中
国
市
長

会
秋
季
役
員
会
が
鳥
取
県
境
港
市
で
開

催
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
広
島
、
島
根
、
山
口

の
各
県
本
部
か
ら
五
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
市
長
会
側
か
ら
は
、
伊
達
憲
太
郎

会
長
（
境
港
市
長
）
ら
が
参
加
。 

昨
年
秋
の
中
国
市
長
会
へ
の
要
請

（
毎
年
春
と
秋
に
要
請
）
で
も
、
政
府
・

防
衛
省
の
計
画
に
対
し
て
「
失
業
と
貧

困
と
戦
争
に
反
対
」
す
る
労
働
組
合
と

し
て
反
対
で
あ
り
「
三
〇
年
内
に
南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
は
七
〇
％
の
確
率
と

言
わ
れ
て
お
り
、
跡
地
は
防
災
拠
点
と

す
る
こ
と
」
を
要
請
し
て
い
ま
す
。 

 

 
広島県の商工労働局雇用労働政

策課の平野恵子参事に要請書を

渡す山田昭夫委員長（10 月 22

日・広島県庁にて） 

中国市長会の伊達憲太郎会長に

要請書を手交する山室まこと議

長（10月 6日境港市役所にて） 

mailto:ctg303.hiroshima@orange.plala.or.jp

